
日 本 史

Ⅰ 次の文章を読んで，空欄（1～10）に該当する語句を下の語群から1つずつ選びな

さい。

781年に即位した桓武天皇は，仏教政治の弊害を改めて天皇権力を強化するた

め，784年には平城京から（ 1 ）に遷都した。しかし翌年には，都の造営を主導

していた（ 2 ）が暗殺され，首謀者の嫌疑を受けた皇太子の早良親王が地位を追

われて没する事件が発生し，794年に平安京に再遷都した。一方，東北では780年

に蝦夷の豪族伊治呰麻呂が反乱をおこし，陸奥国の国府と鎮守府があった多賀城が

焼かれた。その後も，蝦夷の族長阿弖流為が政府軍を大敗させるなど安定しなかっ

た。これに対し，桓武天皇は802年に征夷大将軍（ 3 ）を派遣して阿弖流為を帰

順させ，前線とした胆沢城に鎮守府を移した。やがて，征夷将軍（ 4 ）は813年

に徳丹城を築いて蝦夷の平定を完了した。

政治改革も同時にすすめ，新任国司から前任国司にわたされる引き継ぎ完了の文

書を審査する（ 5 ）を設置して国司の監督を強化した。また，農民間の貧富の差

の拡大などによって実態にそぐわなくなった班田収授法を継続させようとし

て，801年には6年1班だった班田を12年1班に改めた。また，春に租として納

められた官稲を農民に貸し付けて秋に回収する（ 6 ）の利率を5割から3割に減

らすなど，農民の負担軽減につとめた。軍制も，792年に従来の（ 7 ）を東北や

九州を除いて改め，かわりに郡司の子弟や有力農民の志願による少数精鋭の

（ 8 ）を採用して国府の警備や国内の治安維持にあたらせた。

やがて，桓武天皇が806年没すると平城天皇が即位したが病弱で3年で弟の嵯峨

天皇に譲位した。退位した平城太上天皇は平城京に再遷都しようとして平城京に移

住し「二所朝廷」とよばれる事態となった。やがて，810年に薬子の変がおき，太上

天皇は自ら出家し，寵臣の藤原仲成は射殺され，その妹薬子は自殺し，両者の争い

は嵯峨天皇側が勝利した。この時期，嵯峨天皇は天皇の命令を太政官組織にすみや

かに伝達するために（ 9 ）を設置し，816年ころには平安京内の警察にあたる
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（ 10 ）を設置した。（10）はのちに裁判も担当するようになり，京の統治に欠かせ

ない職となった。

〔語 群〕

ア 勘解由使 イ 紀古佐美 ウ 政 所 エ 公出挙

カ 軍 団 キ 検非違使 ク 五衛府オ　蔵人頭

ヶ  健　児 コ 左右京職 サ 坂上田村麻呂 シ 防 人

ス 雑 徭 セ 長岡京 ソ 藤原京 タ 藤原種継

チ 藤原秀郷 ツ 藤原不比等 テ 文室綿麻呂 ト 北面の武士

Ⅱ 次の文章Ａ・Ｂを読んで，下記の設問に記号をマークして答えなさい。

Ａ 1272年に（ 1 ）が没して以後，天皇家は持明院統と大覚寺統にわかれ，皇

位や天皇家領の相続をめぐって争っていった。両統は自らの立場を有利にするた

めに鎌倉幕府に働きかけ，幕府はそのたびに調停を行い両統が交代で皇位につく

ようになった。一方，
①
幕府は北条氏の家督である得宗が勢力を拡大し，その被官

である御内人や北条氏一門が幕政を主導する得宗専制体制に移行していた。

このようななか，1318年に皇位についた大覚寺統の後醍醐天皇は，1321年に

は父後宇多上皇の院政を停止して親政を開始し，天皇の権限強化をおしすすめ

た。一方，幕府は得宗北条高時のもと，（ 2 ）の長崎高資が権勢をふるい，こ

れに反発する御家人の不満が高まっていた。当時，
②
中小御家人の多くが没落する

一方で，流通などと結びついた新興の武士が台頭し，その一部は非合法の活動を

行い悪党とよばれた。両統迭立に不満をいだく後醍醐天皇は倒幕の計画をすす

め，1324年の（ 3 ）では計画が事前にもれて失敗，1331年の（ 4 ）でも失

敗して皇位を廃され，持明院統の（ 5 ）が即位し，後醍醐天皇は隠岐に流され

た。このようななかで，
③
後醍醐天皇の皇子や悪党ともよばれた楠木正成らは反幕

府勢力を結集して蜂起した。1333年に後醍醐天皇が隠岐を脱出すると倒幕に加

わる武士も増えていき，幕府軍の指揮官だった足利高氏（尊氏）も倒幕方に転じて

六波羅探題を攻め落とした。関東では新田義貞が挙兵して鎌倉を攻め，同年5

月，幕府は滅亡した。
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Ｂ 京都に入った後醍醐天皇は（5）を廃して建武の新政を開始した。その内容は，

幕府も院政も否定し，摂政・関白をおかず天皇への権力集中をはかり，すべての

土地所有権は天皇の（ 6 ）によって確認されるという法令を打ち出した。そし

て，中央には重要政務を所管する（ 7 ），鎌倉幕府の引付の職務を継承した

（ 8 ）を設置し，諸国には国司と守護を併置した。しかし，その政策は
④
武士社

会でつちかわれた慣習を無視したもので，多くの武士に不満と抵抗をひきおこし

た。

このようななか，ひそかに幕府再興をめざしていた足利尊氏は1335年に

（ 9 ）の討伐に鎌倉に派遣された際に反旗をひるがえし，1336年には京都を

制圧して持明院統の（ 10 ）をたて，幕府を開く目的で建武式目を発表した。一

方，
⑤
後醍醐天皇は大和国南部の吉野に拠点を移し，これにより両統が対立する南

北朝の動乱がはじまった。

設問1 空欄（1～10）に該当する語句を下の語群から1つずつ選びなさい。

〔語 群〕

ア 安和の変 イ 執 権 ウ 記録所

エ 承和の変 オ 元弘の変 カ 光厳天皇

キ 中先代の乱 ク 光明天皇 ケ 後深草天皇

コ 宣 旨 サ 雑訴決断所 シ 侍 所

ス 鹿ヶ谷の陰謀 セ 正中の変 ソ 詔 勅

タ 内管領 チ 後嵯峨上皇 ツ 宝治合戦

テ 綸 旨 ト 後鳥羽上皇

設問2 下線部①の得宗専制政治の確立に関連して，1285年の霜月騒動で有力御

家人安達泰盛が得宗御内人の平頼綱らに滅ぼされた際の得宗は誰か。

ア 北条貞時 イ 北条経時 ウ 北条時宗

エ 北条時頼 オ 北条義時
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設問3 下線部②の中小御家人の没落に関連して，幕府は1297年に徳政令を発布

した。この徳政令の内容として正しくないものはどれか。

ア 御家人の所領の質入れや売買を禁止した。

イ 債権額の10分の1にあたる手数料を幕府に納入すれば債権を保護し
た。

ウ それまでに質入れ，売却した御家人所領を無償で取り戻させることにし

た。

エ 御家人が関係する金銭の訴訟は受け付けないこととした。

設問4 下線部③の後醍醐天皇の皇子で，建武政権の成立で征夷大将軍となり，後

に足利氏と対立して謀殺されたのはだれか。

ア 惟康親王 イ 久明親王 ウ 宗尊親王

エ 守邦親王 オ 護良親王

設問5 下線部④に言う武家の慣習は，『御成敗式目』の第8条に「現在の持ち主

が，その土地の事実的支配を ヶ年以上継続している場合，その土地

の所有権は変更することができない」という条項を無視した点が大きかっ

た。空欄に入る数字はどれか。

ア 10 イ 15 ウ 20 エ 25 オ 30

設問6 下線部⑤の南朝に関連して，北畠親房が南朝の立場から皇位継承の道理を

主張した書物はどれか。

ア 建武年中行事 イ 神皇正統記 ウ 太平記

エ 難太平記 オ 梅松論
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Ⅲ 次の文章を読んで，下記の設問に記号をマークして答えなさい。

江戸幕府は，1651年4月に3代将軍徳川家光が没すると8月に子の家綱が11歳

で将軍となった。幕府は安定期に入っており，叔父でもある会津藩主の（ 1 ）や

酒井忠清らが家綱を支えていた。一方，重要な政治的課題は，戦乱を待望する牢人

や異様な振舞や風体をして社会秩序におさまらない「かぶき者」の対策だった。同年

7月には兵学者の（ 2 ）が牢人らと幕府転覆を企てた（ 3 ）の変が発生した。

幕府は，牢人発生の要因を防ぐ方針をとり，同年には末期養子の禁止を緩和して

50歳未満の大名にはこれを認めた。さらに1663年には殉死を禁じ，主人の没後は

殉死することなく新しい主人に奉公することを義務づけた。

家綱が1680年に没すると，家光の4男綱吉が5代将軍となった。綱吉は大老

（ 4 ）に輔佐され，代替わり後の1683年に新たな武家諸法度がだされた。

①
1615年の武家諸法度にあった第1条の「文武弓馬の道，専ら相嗜むべき事」は，「文

武（ 5 ）を励し，礼儀を正すべき事」と改めた。従来の武断政治から，儒教的徳

治主義にもとづく文治政治への転換をうながすものだった。翌年に（4）が殺害され

ると，側用人の（ 6 ）がかわって綱吉を輔佐した。綱吉は林羅山が江戸の上野忍

ヶ岡に設けた孔子廟と家塾を湯島に移し，
②
両者を学問所として整備した。そして林

鳳岡を大学頭に任じて儒教を重視する態度を明瞭にした。また，綱吉は仏教にも帰

依し，1685年から20年余りにわたり生類憐みの令を出して生類すべての殺生を禁

じた。特に犬を大切にあつかったことから社会に混乱もひきおこしたが，野犬が横

行する殺伐とした状態は消えた。

一方，幕府財政面では綱吉の時代は転換期でもあった。佐渡金山などの鉱山から

の金銀の産出は減少して収入減となった。さらに1657年の（ 7 ）の大火で焼失

した江戸城や市街地の再建，綱吉の母桂昌院の御願による護国寺の建立などの造営

費用などによって支出が増加していった。そこで勘定吟味役の（ 8 ）は貨幣改鋳

で収入を増加させることを上申して採用された。その結果，金の含有率を減らした

質の劣る小判の発行を増やして多大な利益をあげたが，貨幣価値の下落により物価

が上昇し人々の生活を圧迫する結果となった。
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設問1 空欄（1～8）に該当する語句を下の語群から1つずつ選びなさい

〔語 群〕

ア 大塩平八郎 イ 荻原重秀 ウ 慶 安 エ 元 禄

オ 尊 王 カ 正 徳 キ 水野忠邦 ク 忠 孝

ケ 松平信綱 コ 保科正之 サ 堀田正俊 シ 間部詮房

ス 由井正雪 セ 明 暦 ソ 柳沢吉保

設問2 下線部①の1615年の武家諸法度を起草した人物はだれか。

ア 大岡忠相 イ 木下順庵 ウ 金地院崇伝

エ 沢庵宗彭 オ 藤原惺窩

設問3 下線部②の学問所は1797年に幕府直轄の昌平坂学問所となった。この改

革を実施した人物はだれか。

ア 新井白石 イ 田沼意次 ウ 徳川光圀

エ 堀田正睦 オ 松平定信

設問4 本文で触れた綱吉の時代以降は，科学技術の面でも大きな革新があった。

その後の展開を記した文章の空欄（Ａ～Ｅ）に入る単語を1つずつ選びなさい

天文・暦学の分野では，綱吉の時代には（ Ａ ）が1684年に暦の誤差を

修正して日本独自の（ Ｂ ）暦を作成した。幕府はその功績を認めて天文方

を設けてこれに任じた。その後，1795年に天文方に任じられた（ Ｃ ）は

西洋暦を取り入れた新しい暦を完成した。そして，幕府は天文方に（ Ｄ ）

を設置して洋書の翻訳にあたらせた。また，天文方に学んだ下総佐原の商人

（ Ｅ ）は，幕府の命令を受けて全国の沿岸を測量し，没後3年たった

1821年に『大日本沿海輿地全図』が完成した。

ア 寛 政 イ 志筑忠雄 ウ 渋川春海

エ 伊能忠敬 オ 高橋景保 カ 開成所

キ 間宮林蔵 ク 蕃書調所 ケ 貞 享

コ 高橋至時 サ 蛮書和解御用
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Ⅳ 次の文章Ａ・Ｂの空欄（1～10）に該当する語句を記入しなさい。

Ａ 明治新政府は富国強兵をめざし，西洋文明の摂取による近代化の推進をはか

り，率先して西洋の文化をとりいれていった。これにともない文明開化とよばれ

る新しい風潮が広くおよんでいった。

思想界では，それまでの考え方や古い習慣は時代遅れと排斥され，自由主義・

個人主義などの西洋近代思想が流行した。フランスに留学した土佐出身の

（ 1 ）は，1882年にルソーの『社会契約論』の一部を漢訳した『民約訳解』を刊

行して人民主権説を紹介し，自由民権運動の理論的指導者としても活躍した。豊

前中津藩出身の福沢諭吉は幕末に（ 2 ）が大坂に開いた適塾で学び，1868年

には慶応義塾を創設し，国家の隆盛は学問によって成り立つと説いた著書『学問

のすゝめ』は当時の大ベストセラーとなった。幕臣の（ 3 ）はイギリスに留

学して帰国し，1871年にはイギリス人スマイルズの著作を『西国立志編』とし

て翻訳・刊行して個人主義道徳の普及・啓蒙につくした。

福沢諭吉や（3）は，イギリス・アメリカなどで学んだ薩摩藩出身の森有礼が

1873年に発議した（ 4 ）に参加し，その機関誌は啓蒙思想の紹介と普及に貢

献した。

Ｂ 明治政府に対して天下公論にもとづく政治体制の樹立を要求して始まった自由

民権運動は，1884年には自由党が解党，大隈重信が（ 5 ）を離党するなどし

だいに衰退していった。このころ，朝鮮では親日派勢力が台頭していた。

1884年に清仏戦争が勃発すると，金玉均ら親日改革派は日本と結んで朝鮮の近

代化をはかろうとして日本公使館の援助を得てクーデタを起こした。しかし，清軍

が来援して失敗した。この事件は（ 6 ）とよばれている。事件後の1885年に政

府は伊藤博文を派遣して清の全権李鴻章との間で（ 7 ）を結び，日清両国は朝鮮

から撤兵し，今後同国に出兵する場合には互いに事前通告を行うこととした。

上のような社会情勢のなか，福沢諭吉は1885年に自らが創刊した『時事新報』

に「（ 8 ）」を掲載し，アジアとの連帯を否定して欧米列強側にたつべきだと主張

した。また，キリスト教徒の徳富蘇峰は，1887年に（ 9 ）を設立して『国民之

友』を発刊して平民的欧化主義を唱え，政府の欧化主義を批判し，近代的民族
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主義を主張する三宅雪嶺らと新聞や雑誌で論争していった。一方，世論は国家の

権利を拡張して国力充実をめざす国権論が台頭し，政府の教育政策も国家主義重

視の方向へ改められていき，1890年には（ 10 ）を発布して忠君愛国を学校教

育の基本とした。やがて日清戦争がおきると，徳富蘇峰は開戦と同時に対外膨張

論に転じた。社会主義者や一部のキリスト教徒たちはこれらの思想傾向に反対し

ていたが，対外膨張を支持する国家主義が思想界の主流となっていった。
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